
節五項 時 務 稚

はじめに

本項においては､変法運動における報刊のgr粥として rL5我利 を取り上げる｡

rT3削 り は､姿法思想の鼓吹に大きfL役割を果たしたか､今その脚 Jの提持とその枚能､内雷､

夢加せ､五条､廃刊の経過などについてJli次明らか こしてL-rr畠たい｡

1,時為将の発行

時苛朝の発行の経幹については､活先学の研兜があり､すでにそのあらましについて私も述べたこ

とがある机 上海鮮 芦金の賛止にともなって上海に牡正されたのであった｡①

すなわち安堵虚の別井特別 源黍によれば､

強学会の仕qrをやめて後､江成年は､上海にあって､年を出した｡捌 先生に招かれて上

海に往き､斬PJl杜の比布を改めて学会の仕称を掛 ナようとした｡この時､岡持の涙管であった
たt

瀬見誠は､滴々上掛 こいた｡焚遵譲はもとより戦学会の同人であI,'たが､学会の停止と解徹を

tnり､押びこれを振わすことを珠り､薪un社を始めることを出q]し､江康年と沸適意と私の3

人は､E7枚媒ってこのIJTを譲した｡②

とあり､(上布)強学会停止後､それに代わるものとしてEE蛾年を中心として北港藩､柴啓過がu

攻斬肘Jを作ることを計画し､討姶していたことが知られる｡

さらに難戦雌の30日速では､

北掛 こ戦学会が陥かれると､上掛 こもまたつづいて投鼓された｡北京の戟学会が#止されると

上船戟学会も溌止された｡敢迎賓はその世話を識し､一新聞社を朗いた.手紙をもって私を招き､

私は3J:]に此涙を去って上海にやって来た｡始めて此遵JEと交り､7月には脚 が開始された｡

弘は､記者の役に胡任され､ジ十-ナIJストとしての生狂がここに始まった｡③

とあり､上海替学会禁止の桔果､哉愚意や柴草劫などに上り､上掛 こrT8m jか光描22年7月に

鵬 されたことが知られる｡

また､rTS顎制 苅 l冊に､先行年月日が光緒22年 7月14日で上海4馬拓石鞍に略構ftZ蛇があI,'た

ことが記されている｡⑳

なお､r時務やJの創刊に当たってIi､公啓が出されたが､そのことについて前述の創井崎市報#

藁に上れば､

｢特別 を始めた時､公啓知灸を出したが､安啓&が初めて欄 を'&き､食召兼が大いに改定

を加えた｡｣⑤

とあり､紫啓凋､敢遵意が公啓のために苦労している梯子が知られる｡
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2､時頼相の組aL

r時横軸Jの郡3冊のBt後に本蛇井印譜召氏名と超して､r時載報｣役月の氏名が見えるが､それに

よれば､捜助 士､正使iF､逮滋は､紫啓超､英文軒訳は､韻坤達､仏文葡訳は､郊家故､EI文新訳は､

盲奴良書､脚 で印飢 らぴに金銭の野掛 こ当たったのは､幼桝 ･であることが知られる｡⑥

なお､英文櫛訳は､郊3I冊から李推格､節Ll6mから由比姓が当たっており､仏文fR訳は､第55関 か

ら茄彦が当たっている｡さらに後に露文押訳も加えられ､判決恋や李家萱が当たっている｡

つぎに､r時務報J許3冊の血後に各処の寄附金IⅦ 人として次の人名と場所が挙げられている.,

京奴では､鵬 ､李岳確､天沖では､孫宝靖､耕北では､壬生恩､掬 ､湖南では捗代均､袋逝典､

南京では､捗茎孫､称羊臥 江薪でIi､文机 制 札 山野では､伽 糖の計7省､12人である｡⑦

また､脚 の初期の配布所としては､各処の76や分局と天神､梱台､成称､缶度､武文､沸n

(2ヶ所)､エロ､沙市､湖南､常態､南京 (2ヶ所)､准安城内､蘇州､常州､無銘､平淡､辞州

(2ヶ所).苛繕 (2ヶ所)､E一本 (2ヶ所)など24ヶ所に正かれたこと糊 1られる｡⑧

つぎに敷金の面についてであるが､別井時務絹藤軍によれば､

｢--すでに江成年が上手馴こ釆たが､北京聾学会は中止され､上海戦学会も中止された｡当時

なお､七盲余両があり､倍りていた家尾もすでに1年の班相を山していたので､半年分三百五 卜

元を柑ることができ､金中の器物省槽などを禿･'て二百余元を'111た｡合わせて千二盲金を柑た1J(､

繁にこれが時桝 の始めであった｡｣⑨

とあり､収切千二官金余で r時初刊Jが開始されたことが知らされる｡

苅3fm以後については､｢別井時都報源委｣によれば､磁孝漣が七百両を笥附し､江放年､安堵11

が六百元の寄附を兆めた｡また幼遵法が自ら千金を寄附し､捗凌渦が五首金を寄附したことが知られ

る｡⑳また rR江僻 VJによれば､厳探も育元榊 している｡①

さらに苅3附の叔牧に見られる寄附著名手酌こは､前述の江蛾年､柴啓超､戟遵法以外に､盛五億､

五首両､朱竹石､-宮元､暮焚幼丘､五百両､暮卓次申､ニ宮元､暮供愛貸､一首元､椴某､二百元.

暮任彩筆､十元､振動､一首元､書初点前､一首元､湖南事冴捻局､首元とIlっており､これから後

も㈹子の柊りに翻 捜 者の名前が見られる｡⑫

またrtS准将)の鎌 には､一冊-1tJ五分と背かれているが､この売り上げもEi繋なn金となった

であろう｡⑳

3､時瑞相の内容

r時戦利 は､沸志鈎氏によれば､69m地版されたが､⑩現在の台帝神文督局の彰印本ではそのうち

56m)がgrflJされている｡

相戦されている内零は､鵠説､韻摺､英文相訳､仏文和訳､lコ文報訳､甫文報訳､ロイタ-喝駅 .

中国内外の学会､金社についての将介､時戦軸比の広告などである｡
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今､湖志鈎氏のまとめに従って､r時顎報いこ参加した人々の名前と執節回数を挙げて招く｡⑬

架啓遡60､江Bi年15､変孟準12､徐勤4､呉沈学3､車柄点2､欧架甲2､張蒋故2､正大鈎2､

譲岡城1､妖鋭光 1､胡而JH ､高瓜謙1,何県坪1､架招文 1､位延方1､錬磨年 l

以上であるが主な者だけ取り上げて行く｡

架啓掛 ま､｢冶軸比有益於国中_L｢変法遵法｣､｢故肺滅亡妃｣､r比氏菅野序｣､｢'ji加税｣､｢現地｣､

｢簡廿縫輩良学粗叡｣､｢酉学甘目例｣､｢論rP国65弱由於防界｣､｢盲課院考｣､｢治始於娼鞘鋭｣､｢戒al

足会叙｣､｢WL:江西城女士｣､｢El木陰志後｣､｢農学朝序｣､｢試井不■足金簡明車扱｣､｢ヱ祷按排叡｣､

｢説キ自序｣､｢妃自我軍｣､｢韻中国之荷敷｣､｢記尚現象｣､｢革軸叙｣､｢史記放勅列伝今森｣､｢医学脊

会序｣､r中国工業簡菜敬提要｣､｢記煎侠｣､｢知恥学会叙｣､｢:i君軟民政相虻と理⊥｢大同訳臓 例⊥

｢蛍学報旗屯報合歓｣､｢現日本砂日志甘後｣､｢旧説女学宝塔｣､｢EI本領東大同学校振起｣､｢湖南時務

草堂約10章｣､｢雨学会叙｣､｢耽土戦紀飯｣(軌だ舶 20妻正之 1)｣､｢経LLr文斬JG叙｣を掛 ,ている｡

そのそうち､並要なものとして､｢変法逝諸｣､r古議院考｣､｢投習政民政相正之理｣を取り上げる.,

｢変法頑強｣では､まず自序において変法の必単性を鋭さ､易を利用して ｢窮まればfIIJち変ず､変

ずれば別ち濁す｣といっている｡⑬

ついで変法をしないことの宮を説き､科挙の廃止と学会､師範学校､幼学､女学､訳符の弾性を説

き､簡籾について徐L;ている｡

｢苗議院考｣では､まず欧米の議院について触れ､それが欧米各Egを強くさせ､習鵜と民椀が合わ

され､trllが迎じ良くなっていることを述べ､ついで､改代の喰官制を諾院になぞらえて､さらに､現

代の【帽 が鵠院を踊さ国を如 ることを説いている｡①

rQは 救民政和姓之軌 では､世界の歴加 増 政に移って来ていることを説いている｡⑩

つぎに珪蛾年は､｢EI咽 自強済｣､｢論中国参m民椎之利益｣､｢貸今El中国当以知他知恥為本｣､｢ね

人為己不分ね二叫説｣､｢以東力転国選鋭｣､｢急耽首汲｣､｢砲中将求'd徴皇帝あ行之法｣､｢Ⅶ友人鞄変

法甘｣､｢商戦:i｣､｢註撃民宜連帯自摘保護之法｣､r拾Ar州披占ILr｣､｢論将来来必至之妙｣､｢≡岳西人処

故東亜之意｣､rSB並州立鵜留歯｣を匂いている｡

今､｢中国日数煎｣と ｢詮rP国参用民捉之利益｣を取り上げる｡

｢中国自我取｣では､中国が各地にJn分されつつあることを述べ､士民共に治め､外国の近代化;こ

学んで中国を独立富強の国にすることを掛 ､ている｡⑳

｢貸中国重用民抽之利益｣では､欧米の国にも民鵜の国があり､中国は従来民権が述べられずに火

たが､この国姓にあって民権を用いて国の_純 を守るべきことが説かれている｡⑳

最後に変孟科 士､｢推顎謙内地横器判遺按物物征戦帝提野改｣､｢;i中国宜市君権抑民磯｣､｢;i中開

変法自官別蛤｣､｢民題論｣､｢等侠訂｣､｢詣LP国会隆文投法安打｣をVいている｡

ここでは､｢民盛等｣を取り上げる｡｢民轟設｣では､欧米の防戦の原因を民I掛こ求め､rllEqでも氏
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権を用いて公司 (会社)を盛んにすることを説いている｡⑳

以上､主な執fTl者の執郡内零について見た｡

また時妨鰍 こ載せられている学会名は6､学校は6ある｡

つぎに､参加者について考案 して行 く｡

4､時務軸の参加者

ここでは､時務報の参加者としてとりあえず､その役口､寄稿者､翻訳者､初期の寄附金代収入と

主な寄附省を取り上げ､その本臥 官位など判明するものを歩けて逝く｡⑳

稚中の脚 J 姓 名 出 身 池 甘 心 関 係 学 会

発 起 人 江 煉 年 斬 江 進 士 上編強学会､不妊足全､鷲学公金

粒 遵 法 斬 江 附 【官 (元) 上和強学会

契 啓 血 広 3k- 革 人 北京強学会､貞学会､不襟足金､医学酋会､雨学会､知恥学会､保国会

拍 使 者 江 放 年契 砂 皿砺 坤 JtS琳 家 gt古 城 d 書出 番 労李 総 括LYt 広 蝕漆 彦PJ .# 忠孝 家 lE 斬 江広 架析 江蔽 灘日 本広 東江 茄湖 柄江 1妄虹 St江 進 士挿 入知 将 柴草公会

帯 梢 者 架 啓 雌江 雄 畔変 孟 準J> Pl■徐 勤軟 禁 甲呉 沈 学孫 同 雌弧 井 波 広 瀬耕 江広 炎斬 江広 地広 奴だ亡 誠広 淡 革 人進 士革 人 保国会､不も足金
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挑 槌 光18 両 JI祐 且 ま暮何 黙 年来 梱 文qL 延 ガ正 大 均NEh .申 江 ▲¥#l 網拍 畑安 at安 中LL 媒 外 交 官

翻 訳 者 楚 汝 は郊 延 耗柵 襟 ''a井 致 弗井 吐失 関 都弓良 水 洗邸 宗 杜払 恒韻 .ln王 史 放 州広 瀬湖 掬(室 山)(逝 正)江 ▲‡江 AF江 炎淋 江薪 江村 iJ!

帯 削 金 放 姓 江 南 戸 錐 体 I:P 北京独学金

代 収 入 李 岳 漣篠 宝 輔 扶 西漸 江淋 江湖 掬瀬 畑広 史 エ坤員外体技 環 使 酉学会､保掛金､附学会王 3!凪光 軸抄 代 約番 遡 典拝 喜 秩# 孝 背文 漉 舛惑 わ at非 道 搬 按 准 蛙生 L1挨 捕知 爪知 爪Q NLd +知 1.1知 ,tも匁】 1̂.知 烈 常学公金不A足金
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以上､参加者､61名で､出身地の判明するものは､LI3名であり､広娘､江発9名､批 8爺､厄睦､

湖南4名､恐3､江酉､安徽各2名､映西､ft州､日本各 1名である｡

これから見る限り､広盛､江載､斬江にかたよりが見られる｡

つぎに階樹弟蚊としては､官吸又はそれに準ずる者が27名おり､按察使 (従2品)6名､部雌 (正5品)

3名､知打(正4品)1名､知県 (正6品)7名､延士1名､外交官 I名､元筋 管 l名､水師学望絵故習

1名､時捗学星教習l名､革人2名､生84名､官軌こついていない者 1名､未詳の-m 名である｡

また変法派内における派別としては､右派の変孟華系の丑孟準､併復系の碇復派､中間派の故契系

の安堵超､左派の却嗣同系に入ることが出来ると思われる丑柄倍等が見られる｡

さらに学会参加者は､13名である｡

息後に卿宵などを鴫桝 に転載されきた人達を表示すれば次の通りである｡⑳

姓 名 出身池 官 職(又払それに代る甘格 7 ) 関 綴 字 金

巷 間 泉 門 嬢 楳 使 自 立 会

戯 之 渦 ru 湖広揺甘､大学上 北 崩.&学会､上梅沓学会北京強～F.金

陳 Lln 柏 i虫 御 史

李 蝿 蛮 舟 州 侍 飾

王 嶋 連 広 西 拾 竹 中
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これらの中には変法派の容術をはじめとして､変法派､学会㈹係者が見 られるが必ずしも変法に-f!

成 している者ばか りではなく､柴禄のように変法派を譲切った人通の名 も見える｡

なお､当然のことながら､これらの人適は同級中級の官位眉が多 く見 られる｡
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5､時瑞相からJT稚へ､

以上述べたように rtS楓 は､当時の変法派の人々は勿笛､頭相ではあるが柴禄のようIL人漣の

五月も含め多くの伽 をとり入れており､特番搬 道に見られる ｢この稚 く時捗g一尊者荘)の士ぷ

べき処は､その乗法雌 を溢吹する重要な詔 にあり､また恰かもまさに戊戊の時Plにあたり､すで

に多Er印 して発ており､当時のBiNの動向､与等の繋求､全段の上下に及ぶtrJ的致治雄 を考案

することができaJ⑳というのは､至言であろう｡また､B乱 も沢汎 梅 里ほ んでいた｡

しかし､この r時帆 はやがて脚 はれ､r良書判 に移行することにILるが､このことについ

ては､Z挽 学の持しい研究があるが､ここでは､歴史的なサ実だl)に*れておく｡⑳
光陣24年6月切8EIに光帖帝は5月29日のfI史釆伯Bの rti祷確を改めて官雅となすの打を美す｣

に対して､⑳

rR内閣にfBす｡孫字爪の上-&に従って上海噂桝 を改めて甘雅とする一相を3した｡g比を

投けるのは回虫をエペて民川に連するためであり､必ずtrが何升LJlけれIfならない｡そこで該

当の大臣が作った♯埋3tfはいずれも妥当であるので､識する所に風らして特桝 を官和に改め

て､肺 Ziを派適してそのgfを骨井させるので那 JLた湖は帥 魚心するように｡･.････｣⑳

とあり､新BflのEi背位にかんがみ､n寺楓 を官掛 こし､蛾Ilねに管嘩させようとしているのか

知られる｡

しかし､この叩牧には､旺腿年と張之洞の密接なl対係､EudiiF･､弧之洞と繋番組の対立､蛾有鵜の

r特別 Jの楼官位横に対す碓 慮御 Sうかがわれる｡⑳

この動きに対して正雄科 i､r時榊 Jを r白官制 に変えることによって､官報とするのを避け､

これを罪州ガを王28として別に発行しているが､父公瀕氏に上れば､この道非が大問題となった｡し

かしいくぱくもしないで血沈改変があり､r昌吉報Jもまた停止されて､疎石Zl､柴啓超も日本にLtl

たので鵬 ､人々が問屋にしなくな,たという｡⑳

以上､rtS帆 の立社と r特楓 からra言軸 への移行について述べた｡

おわリに､

以上､rk58判 について述べて来たが､丑'&にそれらをまとめれば､rtS楓 は､軸 年､軸

連､井ZLIfLとに上り､光柏22* (1856年)7月14日､上海T醐 格石持の時棚 においてその節 一

冊が発行された●

棚 U はRElや､珊 重代収入､rT寺楓 の配布所の抽斗を持っており､苛全面では､上海強

学会の鼓金や､<RM金､≠妊代でまかなわれた｡

r時帆 の内苔は､iaaL ai相､各局の薪叫のt!訳､学会､予宝､会社の紹介が載せられた｡

脚 舌の中で特に多いのは､平啓超､圧排年､衣主苛であった｡

r時寄倒 の幹加Gは､広東､噺江､江掛こかたよりが見られ､中下故の官鞭が多く､裾別では各
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弗が参加している｡

また､その宰相などを転戦されている者は当然ながら､上中故の官alが多い｡

叔牧に rTg#報Jは､卸史架伯也の宰相 こより官印となるところであったが､ra官報Jと名前が

変えられ､別の性格のものとなった｡

いままで､rT3楓 のあらましを述べて兼たが､旺成年､弘之雨と架啓潜のLn係ILどからんでそ

の改刊は故*であるが r特楓 が､変泣鞍吹に大きIL役割を果 したことはいなめILい和実であ

る｡

節六項 湘 稚

はじめに

変法遵動における稚蛇の弥例として､本項においてti､r湘fRJを取り上げる｡①

r油類Jは､湖南省における変法連動の鼓吹に大きIL役割を果 したが､今その発行の抜粋､意周､

破綻と鵜や､内容､参加&､丑糞などについて述べて行 く｡

1､湘8Fの発行

湘軸河井振起には､｢戊戊の8･Jこおよび､珊希齢等が同志をあつめ､ff本を淡め､新LLNitを創設し､

2月からEI刊 ｢柑Ⅶ｣を印行した｡斬新の風格をもって､時勅職､湘学新報の後を掛 ､で斯学を唱え､

新政を行うことを宗旨とした｣②と述べられており､r純利 山版の鯛 がわかる｡

ついで､湘粗館章提により､r細鞘j発行の意図などを見て行く｡

ます､刊稚凡例邦 1射 こは､｢本位が塀入 した印刷故の釣竿は､同志がfE本を姓めて作ったもので

且気を開き､見BZlを拓くことを主しており､これをかりて生活をはかるというのではない｡現在の輔

両省の胎 が 1年の適官選升を引き出してくれるので､珪代として放る依段は集めて安い｡授かに生

産兜と掛 tを取るだけILので､艮臥 狂乱 士良工商の別Ilく首抑博を見ることができる｣⑤と並べ

られている｡

すILわちここでは､r抑制 を発行しすべての人に汝ませ､鼠気をEmこうとしていることが知られ

る｡
■■

苅6集には､r津海の各鰍 i多く西洋のV柄を訳し､西洋を知るqrを求めている｡本qは､首めに

己を知ることを韮ずる｡jgh等にお顔いして､末年や各省tFhなどの役所の公文書で耕雨に来たもの

は､息衝で正伝できないもの以外は､あらゆる文は移して､おおむね掠柿を記鐘するよう命令を出す

ことを深め､*蛇に伝漣させて記gTとする｡本省の各役所の告示や敬韻の記持したものは､すべてこ

の例に上る｣①とあり､国内､省内の間組を耽り上げ､公文廿で毒 しつかえないものを印PlL､糊柄

省､各省､荊朝のgrを知らせようとしていたZPが伺われる｡

ついで唐才常は､｢湘#叔｣で ｢おおよそ官も士も良工もただ読苛を能として字をZaるだけでなく､
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頼勇に触れて並じ､只千万の秘狩をAl4人するだけでなく､十 ･百の良師､IA-GをEl分の仙 こあつめ

なければ11らない｡

それは､中国を棲めて捜明な文明国にするためであり､私は､ここにその必然性を確信した｡.QKl

≡ (希齢)は民智のたちまち開くのを音び､仏の患悲をもって放生をすくうことを欲している｡だか

ら同志を兆め､TF本を娘め､湘報蛇を役け､平米を故来し､つとめて遜淡を収め､時磯､知新､柵学

の刑 の速はflいところを輔けようとするものである｣⑤と述べられており､中国を文明国にし､民
■▲

智を蛸くために朋希僻遠が湘Ⅶ蛇を披けたZPが知られる｡

｢湘刊改序｣において､辞ig同は､民を新しくするには､学藷､学会､棚状の開放が必輩であるdV

を述べ､中でも報紙については､｢和紙は､是非とも衆とともに行く逆であり､新盆の緊氏は､習史､

民史の説があり､新叫はす11わち民史であるといっている｡ .････私は柵粕の出るのを見て､あえて湖

南省の民のために鮎 ｡諮召どうして糞うる群があろうか､国に口があるのだ｣⑥と述べている○

これらから知られる市は､民の啓崇のためにまた､その丑鬼を発展させるのに勅報の発行が役に立

つということである｡

以上､r純報Jの発行とその意図について見て来たが､つぎに､r純報Jの凪汝と運営について考察

して行く｡

2,湘相の粗♯

すでに ｢湘報叙｣の店才那 )文帝でみたように柵榊 弼榔刺雅を始めたgTが知られる｡⑦

｢湘斗揮起｣によっても､戊戊の掛 こ鹿希僻等が同志を井め､fl本を典め､新CJlttを創設し､2月か

ら日刊の桐 を発行したgrが知られる｡さらに｢湘轍 軌 には､｢臥 倍の2人が準軟を取った｣⑧

と述べられている｡

ついで費掛 こよりその拙Ju 宮を見て行く｡ます湘報蛇車線の刊報凡例であるが､13灸よりなって

いる｡その節9灸によれば､｢本掛 ま学童､学会とつらなって一丸とする｡各府州県の片m合で報を

Pt人でさIlい者は､各府州県の商学金の分会の学友に訪うて住所をしらべ､本蛇に手放で知らせ､ ご

帳する｡住処ごとに送る職の故を計かる｡省城の粗金から､方法を考えて各肘州爪の分会の会友に行

かせる｡･･･-･｣⑨とあり､r抑制 は､簡学会の舶 1枚であり､⑩商学金､時戦学乱 謙更別 どと連

繋し､あまねく林見省に記祐しようとしていたことが知られる｡

同2灸によれば､r湘刊Jfi､侮日出し､1枚の班を4源に救Vrして銀めて本となし､小売価格 5

文であり､梅月､銭一百三十文を取ることが述べられている｡①

第5灸には､悼学必達の-2;'を朝友とし､その名前､住所母を作り､利潤を送るIJt､論議､ニュース､

刑 略絹 してもらうこと､年来に報酬を与えること制 E述べられている｡⑬

軌 l灸には広告のgrが述べられている｡⑳

卸 2灸には､旬月､4､13､18の日は休みとし､r湘制 を山さない印が述べられている｡①
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ついで井ILT凡例を見て行くが､19灸ある｡

節 1条は､%･中の管既 望任省の担保のZJTが述べられている｡⑬

gfZ灸では､収入支山帳軌 まわ月まとめ､6ケ月ごとにそれを印刷して r湘軌lと共に送ることが

述べられている｡⑬

第3灸には､弁ZJlの名前が湘報に戦せられること､収支帳細が征拠となることなどが述べられてい

る｡⑰

第4条では､本館の柳 は すべて受雌 に総理が省名し､証拠とすることが述べられている｡⑱

第5灸には年末の決井の時､利益があれば､6番叫は､湘報蛇の維持に使い､Ll割は､各井ITF人にそ

の働きの勤鰍 こ応じて配分する恥 i述べられている｡⑳

第6条から軌 9灸には､報蛇での脚 の規臥 内容､役割分臥 給料のIJT等がか れゝている｡⑳

以上､湘報棺の組轍避雷について､主に､輩程によりそのあらましを見たが､つぎに､その内答に

ついて考案して行きたい｡

3､r湘報Jの内容

刊報凡例第3灸には､r淋報い こついて次の記載が見える｡

本船は､首めに倫説､奏故､次いで屯旨を記す｡次いで公牌を記す｡次いで本省の新政を記す｡

次いで各省の新政を記す｡次いで各国の時印を記す｡次いで雑印を記す｡次いで商務を記す｡も

し尚余白があれば､政学新町を後に適んで載せる｡記す所で､他の報より選んだものがあれば､

その報名を匹出する｡⑳

とあり､論説 ･上葵文の低灸V､昭文の主旨､公式tB慨､本省の新政､各省の新政､各国の時砂､

雑gT､商都､政革新智が内容として取り上げられていることが知られる｡

っいで執評者について見て行くが､記収されている総数は42名である.⑳ そのうち主な執弥省の姓

名と執準回数を挙げれば､以下の如くである｡すなわち､討詞同23回､皮鎚rJ2匝l､店才常12回､焚

推6回､何釆保3恒に伸治.q3回､'-術無敬3回､紫啓超2回､梯子玉2回､院宣柁2回である｡

今､主な者の論説迎Erとその内答について主な論祝を見て行く｡まず討嗣同であるが､｢油粕後叙

上 ･下｣､｢以太税｣､｢治堺田第一駅名｣､｢拾印訂第二井突｣､｢治rLT口調三学会｣､｢治印符節四滴怖｣､

｢治堺田苅五平梅｣､｢治Z)Ⅰ筋節六仕草｣､｢治IP日折七法相｣､｢治印筋節八肘用｣､｢治ZJTZ:第九群学｣､

｢治堺前節十湘母｣､｢延年会叙｣､｢群舶学会叡｣､｢改俳劉ul城郷各村院鞄致用学堂公啓｣､｢記官紳免

謙保術局郡｣､｢試行FJ推挽粂説｣､｢論ftl灯之益｣､｢論刺野鉄路之益｣､｢冨申後生第一次試液論中国惰形

危急｣､｢芽に 次研親指今El学西皆中国苗学派所有｣､｢那五次誹故論学者不当崩人｣､｢弟^次訪我論全

体学｣を'mいている｡

そのうち主な論説として､｢以太説｣､｢捨印茄?,'三学会｣､｢湘噂鉄路之益｣を取り上げるdなお､

評嗣同の舶 iについてはすでに蚊｡上げたことがある｡⑳
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｢以太汲｣では､I

･-･.これは､何であるか｡これは､結界､脚 ､衆生料 こ屈わくある｡至大･空将敏がある｡

JF枯したり､あまねくrrいてしみこんだり､まつわりついたりしない所がなく､充沸している一一

つの物である｡目は､その色を見ることができず､耳もその声をuBくことができず､口･舟もそ

の味やJ:Rいを知ることができず､名前がない｡これを名づけて以太 (ェーテル)という｡それは､

用に糊われる｡独となり､カとなり､T点となり､粧ti気となる｡法界はこれによって生き､虚空

はこれによって立ち､級生はこれによって出る｡形はない｡方形の放しい所となる｡心はない｡

万心の感ずる所となる｡柵しくこれをいえは､それはまた､亡というのみである｡⑳

とあり､エーテルがこの世掛 こ充満しており､それは仁と同一であると考えていることが知られる｡

治lJTfl雛三の ｢学会｣では､

天下に学会という名前はない｡私は､ここに敢てこの名をつけて天下にせまる｡幸いにして戦

学会は葬せられたといっても､それからの学会はこれによって脱かれたものである｡学会は大い

なるかな｡いわゆる変改の名はなくても変法の実はこれである｡.･････

各々がその学問をもって学び､互いにその会で会う｡･･････どうして伸って久しくしなかったの

だろう｡金が成れば､学が成る｡･.･-ここに獅 …の名はなくても､変法の実がある｡⑬

と述べられており､学会によって変法の実が挙げられているとしていることがわかる｡

｢飴制旬鉄路之益｣では､まず､

今日の世界は､鉄芯のLu界である｡鉄道があれば存し､なければ亡びる｡紗 i多ければ敏･∴
r(
赤なければ弱い｡西洋人の統計学者が地球の各国の鉄心の長短を調べて図妾とした所､米国が他

も長く､中断 咽 も短く､各国の安危盛苛の牡は､大むねその産による｡⑳

と述べられており､鉄心の虫野性と中国の未開発が明らかにされている｡

ついで､中尾の鉄道の軟投の経過が述べられ､当面の問題として洗口から広文への鉄道の敷設が歩

けられている｡この句集鉄芯では､2つの径拓が考えられている｡ 1つは江西を滴る適であり､ 1つ

は湖南を盛る道である｡31宗同は､前者には6つの不利な点があり､後者には､鉄道そのものの利益

になる点が9､湖南に利益になる点が10あるといい､それぞれの点を明確にしている｡

江西が不利の点として､習俗が守旧であり､上下の意志が戒ぜず､地域的に見ても辺境の地で鉄芯

を触牧するだけの苅繋がない印/)どが挙げられている｡

湖南を遜ることが鉄芯に有利になる点としては､径路が蔽投で平地であり､労働力があり､石炭や

木材が産山され､有舵な官吏や人民がおり､地BJ!的にも位rRな地域であるとしている｡

湖南にとって有利な点としては､棚 によって蛮耗していた交通を回復できること､ドイツの段噂

を防ぐこと､海岸を手中に収め7.rJること､湖南省人の志気を高めること､絹糸を娠わせること､棚柄

の鉱産品を運べること､良民を遭方に移動させ良策を全省に及ぼすことができること､鉄Rlで兵士を

運ぶことにより兵力を有効に使用することができること､将巧な工芸を舛すことができること､鉄)己
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により色々な仕IJIにつくことができること等､10の点が述べられている｡

その他にも､退路が全称 こ通じ､物nや人の交流が伽 ､にflるとも述べられている｡⑳

以上要するに､詔罰同の考えによれば､湘与の鉄道を敵役することにより､安く11-利に工即ができ､

湖南省にも利益がもたらされるとしていたことが知られる｡

皮鮎瑞は､両学会で12回謙我をし､それが載せられているが､すでに述べたので､ここでは猫目だ

けを妃す｡⑳すJlわち､｢役立学会謙学宗旨｣､｢挟論評学｣､rB集陸胡同相於分別瀞 I｣､｢論学者不可

娠揃心学｣､r島交渉公理｣､｢論保周数均必先跳民智｣､｢給坦門四科之等｣､｢論孔子例数有改制lP｣､

｢竣不変著述必変者法｣､｢‡白餅朝昭代之炎亡原凶｣､｢論変桟為天地之丸運使然｣､｢沓洋入来神武商伝

教当時求也拒之法｣を執守している｡

櫛才常は､｢湘類叔｣､｢井慈上 ･下｣､｢壬i為力上 ･下｣､｢JBAl弗亜集金｣､｢aI鶴卿 だ｣､｢公法学会

叡｣､｢朱子帯己有西人格数之理灸旺1-9｣､｢時文統領中Eg設｣､｢壬i中国宜与英El連盟｣､｢ĥ保術局

之益｣､｢樹封t文治戚牡足脱｣等を研いている｡

今そのうち主なものの-つとして ｢時文洗苛中国論｣を取り上げる｡その月初で次のようにいって

いる｡

海内の床韻の士は､大きなおぴやかしに心を痛め､むらがる大衆に大儀を侶えていう｡今中国

は､民智を脱さ､民権を伸ばし､民心を一つにすることを平すべきであるというのは誠の官であ

る｡⑳

ついで八脱文について言及し､その間道点に触れ､並氏以来改革が加えられず､髄となっていると

し､またこの八股文では一､二の鼓鉛が生れるだけで国の為になっていない｡台柿や̂ 股文を見習っ

たぺけ ムは､外Egの純 を受けている｡だから̂ 脱文をやめるべきであると括笛づけている｡⑳

奨掛 i､｢l娼扶符節一 ･耶二 ･第三｣､｢先月｣､｢上排中轟や｣､r勧甜江｣を戦いているが､そのう

ち ｢脱誠認許-｣を取り上げる｡

すなわち､それをまとめれば､まず､自分がyiLい学問をするのは､自分の美名と私利でするので

はなく､ポーランド､インド､アフリカのような轍を椅まないで､中国を存摸させるためであると述

べている｡

ついで､El分にも足りない所があるからそれをなくすようにつとめなければならfLL,こと､窮まら

なければ変じない､変じなければ戒じない､EBじなければ久しくなく､久しくなければ中国が抱える

ことを述べている｡

叔後に､fLんとか中宮や礼教を救うべきこと､そのために方法をgfじて自分漣を改貸していくべき

こと､中国は風音の国であるが､それIi税菅も疎いので､多くの酔皆があっても只いうだけではなく

誠をもって改鵡して行くことを払めている｡⑳

しかし､焚縦の榊誠常等での言動は､すでに述べたように､のちに湖南'Gの保守的榔紳層から批判

され､駆逐すべきであるといわれ､⑳放逐された｡
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ついで､2回以上の執甘Gの.&題を挙げれば以下の通りである｡何条保は､｢漠私｣､r細水校軽'篭

耳改師範学校虞｣､｢鑑札上 ･下｣を沌崇矧i､｢論究力上･下｣､｢四民合力生肘設｣､｢中国白救娼如

大舶 鵡梓詮｣を､淡紫敬は､｢康背吏用士人-3｣､｢冶紺繭宜興亜義之利｣､｢和広新糊 求B学良｣

を､実朝 紬 ､r冶湖南応弁之.PJ､⑳ rS中相 乗龍神之判 を､格子別 ､｢息争乱､｢湖南宜的

凍虚心考俊之学｣を､澱達誠は ｢変学胡村議｣､｢湖南宜藩於守旧設｣を､陳宝技は､｢芸為学必先 立

志｣､｢追不必攻防数瀬及周脚 ｣を､店いている｡

ついで公脚 が転戦されている者でその数の多い省を挙げれば以下の通りである｡鮫宝領6回､戯

之洞4回､徐⊂讐3回､遜金雷3回である｡

また､取り上げられている学会は､12あり､典並盛会､廷年会､モ棚 学会､公法学会､学戦金､Fh-

学会､圧学会､保国会､法秤学会､三江学会､取持学会､湖南不縞足会である｡学葺も11あり､上海

女学重 く丑)､脈 丑用字望､中国大同芋茎(校)､細雨和州井学苧笠､漸江杭州毒草鹿､持場武拍手

堂､農学望､実学望､脚 も古学笠､細雨託更地､丘工学生である｡棚 は､r細別 とr時巻g.Jの

2つである｡

取り上げられている公司や局は､両耕法井出茶公司､両軸茶耶 限公司､水利公司､両耕官輪局､

保術局である｡

その他､鉄道､鉱務､商耶 も取り上げられている｡

4､湘粕の夢加者

棚用の参会&として､ます､役fl､寄稿者を挙げる｡

相中の脚J 氏 名 出身池 甘戦 くそれに代る安梅等)

開 投 b 簾 希鯵 潮 輪搬 庶富士

綱 典 新 '3[月 岡 湖 向 挨 繍 知 肘

■■ 倍 才 常 繊 拘 故 双 生

rG 鶴 首一一一′〟′′一′■′ 電 永 年鼻 梁 約品 繭比 良 姑騰 ま隷 無実 推粗 子 支何 来 任 錦 頼朝 耐朝 輪湖 殉臼 川湖 粥湖 Jd頼 繭 抜 iI 生慮 生蛙 Ll撰 生長 沙 女 飾
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〃
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〃

〃

〃
〃

〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

亜 ･TLI

〃

〃

漆 学 会

周 会 員

献 地 誠

叔 領 収

鄭 架

梯 概

江 思 玉

張 究 望

伍 元 繁

栄 敏 也

放 熱 敬

劉 沢 契

塾 柄 坤

確 柴

眺 文 治

徐 儒 滞

彰 名 jf

非 拳

弥 栄 凍

馳 宝 托

-hh 遵 3B

船 自 Bl

欧肘 ELJ幼

郁 代 鈎

李 継 格

向 味 秋

IYJ 広 鈎

縮 刷 楠

皮 鎚 瑞

張 池 馳
王 明 思

蒋 徳 鈎

筆 紙 格

雨

滴

繭

雨

雨

滴

繭

南

米

繭

岡

南

絹

江

摘

繭

縦

軸

湖

糊

湖

湖

湖

湖

広

湖

湖

湖

湖

新

潮

湖

南

西

東

湖

江

広

湖 硝

湖 繭

江 蘇

桶

川

鯛

南

北

硝

般

潮

田

湖

湖

湖

湖

江

粥州会同県政輸

候 選 訓辞

湖南省官受 (官峨不明)

湖 南 巡撫

接 幕 偵

知 県

申fIE科EP3

侯 通 知 収

監 生

岱 院 長

鞄林院錨接

刑 部 よさfl

江西南昌経訓flB院主IJt

以上によれば､報中の役割は､開設者が頒布齢､拓銀者が評嗣同､厨才常､並群が王明恵､蒋徳鈎､

李経絡であり､その出身地は､湖南33名､江蘇 2名､四川2名､広兼2名､新江､江西､湖北各 L名､

不明 5名であり､圧倒的に湖南省出身者が多い｡
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次にその宮坂について見れば､過払 (従2品)1名､按案使 (正 3品) l名､侯械知府 (正 LI品)

1名､刑部主群 (正6品) l名､知県 (正6品)2名､翰排貼 偉 く正7品) l名､中背 (従7品)

1名､軸林院庶古土l名､県救油 (正8品) l名､候遺訓可 (従8品)1名､革人 1名､湖南省官吏

1名､生月6名､瑚院庄1名､む院主誹1名､兼流 (女子) 1名､不評24名であり､巡触 (従 2品)

を最前に17名の官鮫とそれに邸ずる省2名､来光1名､不評が24名いる｡

すなわち､湖南省の変法派官瓜とそれに同調する変法派称紳屈が多く見られ､特に､訂宗同一派の

店才常､奨推､品薪等､変法左派にかたよりが見られる｡また､女子が参加していることは､注Eは

るべきである｡

ついでその公取塀を転戦された者を表示すれば以下の如くである｡

姓 名 出身地 官甘 くそれに代る㌍格噂)

Jt dF 湖 桶萌 洲 斑州学政

･A 光 Jt 挟西il杜

荷 受 斡裁 挫 王 拾 lJf中筋江連h9 好 丘 江 #

軸 深 秀 山 西 山姐 監媒初史

盤 孟 神 広 TR 帝 人

梨 各 地 広 淡 挿 入

Lbt ナ 朝 岡 抜 穴 生

雄 有 Z} 広 Bt 工林主gf

弔 之 粥 也 湖広捜甘

打 ♯ 狗 耕 雨 湖北話h

胡 頼 之 # Jt 山西jStk

王 文 相 漸 江江 南 北洋大臣

政 全 書 淋耐逝凸

陳 宝 庶 湖南iGtk

徐 仁 ▼ 政 心 湖南学軟

水 力 暮 薪 と亡淑 江 湖相性帯地

さ せ AL 涜州知肘

捷 元 各 江▲宇検届知附

P 軸 湖 約 湖絹士紳

挿 絵 的 湖 細 江滋布政雄

繋 嚇 柴 湖 ㈹ 湖相士8P
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祖 先 連

濁 仲 林

以上によれば､27名見られるが､その出身地の判明している者は､湖南6名､斬江､拡栄3名､Jr

隷2名､構洲､江蘇､山西､湖北､江西､各 l名で､湖南省がもっとも多い｡

また､その身分､官軌 ま､親王をはじめ､捨慣 (正2品)1名､巡ik(従2品)5名など商い身i:

の者､或いは高官が多い｡なお､その中に､湖南省の士榊が2名含まれているのも注目される｡

5､湘相の意嚢

｢相和授起｣によれは､r湘制 は発刊後3ケ月で停止されたが､⑳その忠魂は大きいと思われる｡

まず､韻之洞はその激しさについて触れ､湘学新報より榊 の方が激烈であったとしているし､奄

繋啓超は､｢また r油報J(日TIJ)､r湘学新報J(旬刊)を発刊した｡その主矧 i学校 (時務学童)ド

封 ナるがごとく汲烈ではなかったが､じつはひそかに計画してやってたことである｣⑳と述べて削 .

そのG5極性を知ることができる｡

っいで､鍛志釣氏は､｢文字は､湘学新報に校べてやや浅近である｣⑳といわれている｡湖南鮎

では､｢r柵報Jは少なからざる維新変態を宣伝する論-Eを発表したが､嘗-Rの使い方のいくつかに並

烈なものがあり､耐頭重旧派分子の攻解を引き超した｣⑳と述べられている｡

また､小野川秀美氏は､湘報が帯新思想を静吹したと述べておられるし､⑳林能士氏も､rr淋乳

は､創刊後､r湘学報Jと並んで当時の湖絹維新分子の変法を這般する重要な言笥園地となった｣

といっておられる｡

さらに､r細朝捉撞｣によれば､｢湘報の発行は､-省にちじまっているといっても､実は､戊成紐

新選動の瓜諏宰相 料の一種を保存している｣⑬ともいわれる｡

以上まとめれば､r純絹Jの意薬は､すでに見たように湖南省に密心して行われた所にあり､湖

の鬼気の開先と変法運動､資本主題的恩考､群本主我的企典の巽縄に一定の役割を兜したと考えら

る｡そして､そのことが申国全体の変法超勤にもあずかってカがあったし､変法のff孤な托科を後I

に残すことにもなったのである｡

おわりに

以上､r湘報い こついて見て来たが､以下まとめれば､湘学新報のあとを受けて､湖南省の変法

行うため､また繭学会の機関誌として戊戊の零､絹布齢を貿圧巻として､刃lq同､店才常等によっ

設立､租税､避雷されたものであった｡

その執3内容は､訂嗣同､皮鎚瑞､店才筒､奨稚､何釆保などがLP心であり､湖南省に変法をもた

らし､政治の近代化と共に､鉄道の敷設､産選の近代化､日本主衣化をし､湖南JG､さらには､中l
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を世界の中で宵戟11独立国にしようとする会談が見られた｡また公文廿の転載などにより､省民の日

を時坪にHかせようとするものであった｡

r湘判 の榊 は､甘月岡を中心とする変法左派であった｡

r紺判 は性か3ケ月で付利せざるを得なかったが､油報の悪衣としては､変法鼓吹により､細雨

省及び中国を近代化して行くのに短期間ではあれ､影書があったと盟われる｡

郡七項 r回 BJl 糾

はじめに

本項においては､変汲逆軌 こおける啓郡 I郷 の-eIとして 咽 抑制 を取り上Ifる｡①

ます､r国PJl刺 の発行について述べ､ついでその凪特､4能､内容､抑 者､頚集などについて

明らか こして行きたい｡

1.r国粥稚Jの尭行

rfg帆 の発行の意軌 こついては､天津剛 恥 辱②には､

維新は閲より旺い｡旧に従うのを音に平め､宜しくEl立すべきである｡昔､群を利するのに足

りる｡その首はこのようだ｡求益のZPを見て潔め､兜に会して岨滋するのは独りでは功を為すの

かむずかしくても､衆ければ､力と為り易いことは､非常に明らかなことだ｡私は儒術に服され

て油の時代に遭遇している｡或いは､少T (若者)では､多難であったが､速く世界を捗り､或

いは､長じて知汝が四方にも遜じたかも知れない｡悟ってここに､横行釣上の啓を野に求めるS

中人子gT'の学は､来泉でも敬尚があり､むく軸速を尊くものだが､特赦に酔して､敢て自ら閉

ざすことをLfLいで､今天掛 こ国ua報収を創立する｡瓜わくは､諮L,子が後に従い､I､2を描

いつくろわんことを

とあり､旧さに従うを音に望め､自立すべく衆人が立ち上がることを求め､敢て天津に国聞棚 を

創立した梯子が伺われる｡

兼行の年月､堀所､恵臥 どについては､まず､観 相 ､苅二非に､常例 捷i汐 が見え､｢光描2

3年の文､収まが､尾脚雅を天錐に酎することを3し､屯､英国のタイムス故に伍い､El類の後に､

旬報をもって継ぎ､5ケ月も､港えて､砂を成した｡朝がまさに山た｡客で坊間する者があり､国BJl

軌 ま何のために設けたのかと闘うた｡そこでまさにjBを求めるだけだと言った.すなわちj5のRlには

2つあり､1つは上下の情けをjiじるのであり､1つは､内外の故を適ずるのである｣と述べられて

おり､光輔23年文､天alこr同叩判 をタイムスに似せ､上下の冊と中外の留交を題ずるために剖b

Lたことが知られる｡

また､捷超の中に､

本此所tqの剛̀i大野2つある｡1に蒲訳であり､1つに戊ZGである｡諾､英､仏､地､米､F1
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本､欧､丑の若さとその他の諸国から各国の朝を凡そ有余様革JFL､各国の文学にjZi晩している

士､10余人を廷JRする｡採筋の掛 i､天印を本地の如くして､保定のような省帝､北京､河触､

山架､山西や駅西､甘書 斬首また野天､書林､甜牡江の三省､酉我､内外空言の如き､外国は､

ロンドン､バリ､ベJt,l)ン､セントベテJI,プJL,〆､ニューヨーク､ワシントンの如く､桝 の地

は､大小凡そ有余ケ処であり､脚 の人は､中外凡そ敬十人である｡

と見えており､各国の召余理の新RFlから妃gTを抜革すること､中国の内外百余ヶ所を妨rUすること

が知られる｡ついで､

一国の卿を見るのに､上下の榊を遜じれは足り､各国の群を械るのに中外の柄をjZiL:れば足り

る｡上下の柵を並t=て徒､人がその利を噂ら私にせず､中外の付を並t=て後､国が英の治を噂ら

私にせず､人がその判をやら私にしなければ､一人の筋力を61めは､一群の智力となり､香の群

は戦い｡蛍が3tの拾i･噂ら私にしないで､各国の政教を一国の政教とすれば､香が国は襲い｡叩

ち本蛇朝を扱けた理由であり､取るに足りない私が黙しているのIi､祈凝しているのである｡

と述べており､個人も国も私利のみを求めないで､上下適､中外jBをし､中国を自戦させるのか､

r国un報Jの日的であるといわれている｡

2.回開報の粗雑と槻能

r匝lM)報Jの拙軌 こついては r厳復娘JrrP国近代棚刊史上い こよれば､主張が頗裸､発起人がErJ'

帖､王佐概､杭草野である｡④

っいで､rEg胴 Jの脈 について､国胴 此薯擬⑤によって明らかにする｡茸程は5灸より成っ

ているので､以下それを見て行く｡

節一灸には､

tl)本地の出版する確は､2脚 ある｡Eト呼は毎日一部を印し､^榊を計える｡4号の俗字を用い

て､妨印し､名づけて､｢国叩報｣という｡旬鰍士10日に1冊を印し､約3万言を計え､3号必

字を用いて排印し､名づけて､｢回BJl魚屯｣という｡

とあり､日報の r常此奴Jと旬報の r国uZl*JU の先行が意図されていたことがわかる｡

苅二灸には､

tl) 日掛 ま､首に本日の78伝上詮をのせ､次いで､ロイター76軸､本地王野人のnA説､天経本地所

uEl､京城Pi附をのせ､ついで､保定､山誰､山西､河南､映酉､甘書､宮口､牛滋､旅椴､取 ､

書林､,%帆江､竹海､西蔵の各処の斬PJlをのせる｡次に外洋のniulをのせ､済南各省の薪uJlこ貞

る｡好南各部蛸社の詳細は本JBでIか､っさい述べfLい｡

とあり､上韻､E)イタ-78､棚 重罪のii説､天沖棚 BEをはじめrt]Egの16の地J&の斬臥 m -

各省の新村などが取り入れられている｡

苅三灸には､
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Ll) 日掛 土､別に付秘を山すが､お金は取らない｡ます広倍をのせ､ついで､毎日の上芸､宮 門抄､

京外のも石門の宰相をのせる｡宰相を印刷した所は､四現を空白に留め､閑雅の詰君が丑めそろ

え､破定して寸を作るのに便11らしめる｡

とあり､Mi)について述べられている｡

第四灸には､

u 官長を丑Z!し､■払して攻めあぱくのは､包､国賓の辞令をおかすのみならず､実に報jrの公

理でtiIJい.凡そ､ここにさしさわりあれば､本雌は､一切生硬しない｡もし､夏井を着せられ

る苛の書付があり､稚事を侍りて申訴すべく､キ蛇に至りて､広告にのせようとする者は､奄名

し､信頼すべき保正人があれば､本Jfが代ってのせることを許す｡姓名を罷正するようIln=は､

いっさいのせない｡

とあり､Eg菜の紳令をおかすようllものはのせないことと､瓦井の申折等を許している捷子が知 t)

れる｡

苅五灸には､

tl) El鰍 i､相月､制払300文で売り､旬報は冊ごとに制払150文で光り､1年に33冊を計え､全jF

を定的する古は､ I帯ごとに制銭4(X氾文でうる｡

他耶 打球郵送料は､過近に胸らして加出を酌血する｡凡そ本代に代.･'て報を売る者は､その門
川の^刑で肘辞し､二yJを代って売る捲升とする｡但し､各代光人は､軌省から出川を取っても

本船が定めた佑段より多くすることは出来ない｡

とあり､斬ul､雑誌の値段や郵送料､鐙班について述べられている｡

3.rCE)阿■U の内容

r国BJl叫 の内容については､訪先学の研究があるが､伸に王扶氏､方添奄氏の研究を拳考にしな

がら考宥して行さたい｡◎

さて日本には管見の叔り､r回細別 は現存していない｡只､AE洋文書に､光J829年に江西の西江

軟化杜から印行された､rEgBd帆 のみが現存している｡

今 作覗 山 と r国対帆 の異同を鉄幹すれば､rEW 軋Jの祉始の大希分と兼敏訳前の一昂

を含み､その他､桝 にせせられた ｢房1｣､r替世宏之義｣､r救亡決呈｣を転載し､光捲四年南牧の

JE廿のZi説も垢tEしている｡

また､欠けているものとしてIi､｢天鼓芸｣､｢糊 言⊥ riBJF州市郎 元ZI堆事｣､｢菖F州知 1̂

支召人 ｢政美手喝上伸讃篭娠JF湊坪｣､｢琶輔やJB車提｣などがある｡

ついで rEgW… U の内零について見て行く｡r国叩仲帆 には､次の45のii謹訳稿等か載せ

られている｡

すなわち､そのEI付によれば､
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r天 紳 阿 川 租 税 啓 ｣､r民恥鵬 ⊥｢役中国之机力斗■心力人 r甘中回書姓万国Jl蝿油金叩J､r韻
iM A 女 早 来 TIJ､rdh中国分党⊥ ｢申故交誼菖J､r毛鉄人み中国代任楓脚 人｢同JB政人ZL
中盛代鵬 irV｣､r野毛⊥ r毒せ真之主J､r救亡決.A｣､｢盲人姐 良書⊥｢■上i帝+｣､r商
学3円往功和良人r甘木榊 故｣､｢ii事人之可用人 r坊樹 甘1⊥r職 J､r巷稔呼称鞄分二
途｣､｢Tf如三保⊥｢保税 ｣､r岩 雄 金⊥ r促丘余■J､rJ学外伝Jr正字外伝余*｣､｢モボJ之
JL_;.r均桝各告白書臥 ⊥ r葺 中 棚 18人 ｢J2JL⊥ ｢脚 相似 奴美人 ｢Ziヰ唱之GjL祥ム

rさ醐 歴代辺■持失虫 ｣､ri ^瓜存亡之恥 ⊥rEn巾不可従前謹上｢海抜垂井J､rZi支JS之不もT

分｣､｢a申Egb化之東上 r氏姓与民主不R友人rM緋 桝 先生正文如 上 ｢学生会脚 ｣､r日

■暮江■解け人 ｢与外交租圭人生載青書｣､r主的 J､r与Pi民暮脚 首暮⊥ r上菅や人臣ai

騒壮tJがある.

これらの暮虫は､Em と馳 内孫に分封でさる.国内… ti32であり､国書開拓は13である..

またJFせが書いたものは22ある｡訳fAは3ある.以上､ n司沌qtぢ｣について点れたが､今まで述

べたことをjlして元来 恨 町制 に含まれていたJB説について石放して行きたい｡

そのうち､国内l覗 3､馳 馳騒lを取り上げ､訳稲についてもtLれも｡

回内問題では､｢投中国之阻力与暮心力｣､｢ij屯上月Pは学望｣､rZa体民会｣を考寮する｡

r泊中国之肘 )肝心1JJ①は､光拷23科 2月にfll行され､脚 のH作と考えられる机 ます次のよ

うに見えている｡

商人で､物tL!を韻ずる省は､｢凡そ物が形状されて後､もし別のカが物に加えられなければ､

その物は,kく変災LfLい｣と言っている｡しかし､ズ下の物は点々常かに移り､前後糊校して饗

品を叫くことが♯いのである｡別ち阻むカと■心))がある｡BLtZJJは､もしその切が行こうとす

る方向があると他力があって､これを阻んで行かせfLL､.或いは阻む力が四方から瓜に生じて､

▲件に鳥人のi虫を受けしめ､その面Eは 望める.■心力は､AgIの集魚に上って合わせて発て

いるbのであり,内に求心力をflえている｡もし､その相互の取引脚 失われれば､点Ll''とに諮々

栂妊排して､■件Uその形成を失い､FrもなくI11てし*う｡この二カが均しく書くbi･鼓すの

であり､その中で暮心力が王も苫しい.

と述べられており､烏には､阻む力と斗心力があり､i心力のR がtET力のあることか知られる●

また､こOMを求の再共に凝り､その繁の父子兄弟が心を合わせて労力をすれば､その官をgLL'JJ

が小さくなりついには書くなり､求心力にGlるb(ー父子､兄弟州 萌忌すれば､その実に*心力が■

いて､外■の兼る前に内証のさいに上って､軍を支えることができfJくtJ.'ってしまうといっている■

ついでゆt宮でわいがなくtA'っているのも､脚 の租む力に上るが､中Egは阻む力を好否することが

できないのではILく､■心力の故に券いがILくfLっており､中環がそのEg益そうLJLい､tZこきにお

ののく相 は1心JJのさJt)なことによるのだとあらましIiわれている｡さらに､｢中国の救うことの

で善心 ､bのは､人称こもるのではなく､耶 にあり､見えるものにあるのではなく､C魚にある｣
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と述べられている｡

血後に ｢この矧 こは､古の初めからあり､今日に現れて､これをもでむことが久しく､之を治於する

ことは困難である｡これを名づけていないが､名づければ#心力であち.中国の実相では､これを止

めないのか､或いはこのような越しさがないのかわからない｣と述べており､以上まとめれば､中国

を亡すものは､阻む力ではなく､中国内の遼心力であり､それは如何Iであることが知られる｡

｢論氾上潮興女学割 ⑧は､光緒23iF12月､腰掛 こよってVかれたものと考えられる｡まず､

中国4億人には､嫡女がその半分居り､嫡女で芋を識らない背もまた､10のうち9居る｡即ち

たまたま1､2のむ物を知っている省がいても､その余力をもって詞輩を81解するに過ぎない｡

物がめずらしく､珍しいものを見る｡ついに人は自らの命を適ずる｡はじめいわゆる学問を知ら

なくても､人が舟軟と窮なる理由は､名前がすでに人であり､学問に当れば､男女を只なる者と

しない｡区区たる救字を謝ることがどうして奇才があるとするに足りるだろうか｡

と述べられており､中国には女性が半分おり､字を執らない省が9那であるが､学問をすれば､列

女の別がないことがいわれている｡

ついで女性は､今まで学問がなく､婦人の一生の中は､化粧をし､鎖足し､坐して会してたおれる

のを待つだけだったといっている｡また､

中日和議のあと､世を憂う人が放って学校を言い､近く更に上掛 こ女革質を創恥した｡この後､

志ある女の人がもし､能く労力をすれば､何んで､西洋人の跡に比べてできないのを患うべきで

あろうか｡一家に坐食の人が鰍 ナれIf､家の係類が軽く､家の係類が軽ければ､後人が余力をもっ

て其の即に従ITFでき､或いは､挽回して徴俗､転弱を戦きと為すことができるかも知れない｡だ

からといって､人の字間は､僅かに読gするだけでなく､宜しく世を閲すべきである｡けだし､

読掛 ま､苫人の世を閲するのであり､世を拭克する省は､今の人の巧を読み､ZJTの起りを相もと

め､一つとして廃すべきではない｡

と述べられており､上海に女学塁ができ､坐虫の人がなくなり､学FLEJをし､世を関する者ができる

といっている｡ついで､

中国の和人たちが列子に及ばないのは､天が及ばないのではなく､人が及ばないからである｡

列女伝､女誠より以来､約人を圧制して之を奴隷として待避し､之を防ぐことは広臓に対するよ

うであり､これを食めることは型兜を究めるようである｡

と述べられており､中国では､約人の入梅が､噂まれていなかったことが知られる｡また､巌鰍ま､

この外に男妾の例､虹技の多数と各地への分散､男女の聞越に対する戯駒などを取り上げ､結論とし

て次のように言っている｡

欧州の婦女には妾がいないという-恥 こよって､実に束洋に勝れている｡その余は､なお､Ejl

子との不平等はある｡上にプレジデントなく､中に識見たるなく､下に下士官がいない｡起居､

飲食､威儀､延止の問だけ明子は女子を均しく虐待するだけである｡不平等の待法と､閑化して
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いない国が､弱者を放凌する野とは同一である｡開化の国は弱Rを保ますべきである｡ああ!杜

蛙牝牡の斉しくないのは､人あるいは人でなくてもその由来は､薄くから来ており､一朝一夕の

力で能く改めることができるだろうか｡

と述べ､33の91女平等の社会の到来の瓜いとむすかしさを訴えている｡

っいで ｢投保回創 ⑨について見て行く｡同等視は王漣胡カ,らの凍将である｡ます､

何を国と杓うか｡人民が有り､敬治が有り､自主の板があり､天下並立の軌こ与ることができ

るのを国と耶う｡人民がいても､政治が無ければ､国と調うことはできない｡自主の格が無く､

天下並立のわいに与ることができなければ､更にEgと珊うことはできない｡だから国を保つこと

は､その人民を保ち､その自主の権を保ち､その天下に並立するの95を保つのを節一袋と為すこ

とである｡

と述べられており､まず国を保つことは､自国の自主独立のもとにあることが言われている｡

ついで､王漣初は､中国の現状をtR素し､外国において移住者の権利を3っていないので民を失っ

ているといい､つづけて､

海関の利細は外人が執って致十年であり､1∝)並の金瀬を収めても､只一つの学院を設け､海

鯛の才を巷成し､他日の計と為すことはBJlいていない､国旗-1JIについても音は之を争い､仏も

之を争い､英も之を争っている｡当中老は､斉に仕え､掛 こ仕えるの欺きを免れない｡鉄芯を重

さ､破材を鈍す印も､尾､軌､仏が並んでこれを･争っている｡王rf嫁を並え､排兵する災柵も､軌

と耳がこれをilJっている｡これは中国がその政治を失ったということだ｡阻非巾の餌TJTの治艮帖

も､日本はこれを恥じ自ら30年甘い､恥を誰めた｡中国では､拙非は､日に公使､併即の擬をtJ

らいており､日に自主を認んずるの梅i･失っている｡国と国が相挺する券ならは､並立が可能で

あり､良略の禍をよく免れることができる｡中【削i､50年来､朽び兵に撞け､仏に放れてベトナ

ムを割3した｡日本に辱められ､朝Ifを失った｡罷軸に迫られて､Jf州絹と細 を手をこまねい

て人に授けている｡中国分SIのLk等がまた今□頼られているのは並立の弗を失ったからだ｡四着

を失えば､独立宮である呼を皆朱ない､これを国亡びると首うこともできるだろう｡

と述べられており､中国の最近の歴史の中で､民を失い､政治を失い､自主権を失い､並立の9>い

を失い､亡国のru故にあることが知られる｡王漣租はこれに掛)て､

志士⊂人が枚族の将にそこなわれ､宗国の将に滅び､軟化の機の将に自ら持つことが出来な

いのを痛んで､保国､保救､保周の韻をrjえ､斬Mを盛んにし､学会を立て､広く3を謀った｡

人々の敢えて行わない所を行い､人々の敢えて首わfLい所をすい､身を推して天下の忌弟を犯し

たのは､その志は苗Lとすべきであり､そのaEは､盛すべきであり､薮は公に至り､理は純に至っ

ている｡

と述べ､保宵のための新聞や学会を立てた志士仁人を辞書していることがわかる｡つづいて､

悲しんでいるのは､繭海gi氏で当世知名の士である｡中国がその国たるを失うゆえんを妬んで､
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京師に保国之会を侶え扱けた｡北京の士大夫でこれをそしる省があり､これを仰ぐ省はいない｡

随従=i､憩であり､敢てこの会が架して保国できるか杏かは言わない｡そもそも､英の名士マコ-

レーは､ ｢国の戦きは､その民が多く親過ぎるのによるのであり､国の窃さは､その民がおどお

どしていくじがなさ過ぎるのによるのである｣と言っている｡私も中国が強国の民の且を有する

のを磁う｡

と述べており､故有為が回を失うのを妬んで保国会を作った操子が知られる｡最後に王祉顎は､保

国会に将うこととして､能く人民を保ち､政治を保ち､自主の椎を保ち､並立のわいを保って中国を

保つことのみだと言っている｡

排 他孫として､晒 学通門径功用説｣⑩を取り上れ 桝 に触れて虹く｡これは､光紡2岬 8月

に推復が戒芸学笠で行なったS*故である｡すなわち､

昔､英人-ックスリーは､御名を化中人位韻という御物を=Eしている｡大敵 ま､人間と韻とは

同類であり､人の能く人たるゆえんは､預 かで善るところにある｡すなわち言顎ができて後､

智を65むことができる｡よく智を励む者は､前代の帆掛まこれを後Lttに伝え､継税して長くし､

増し､芯めており､風気が日に上り､それによって､原始人から野恋へ野江から開化となってい

る､これが即ち教学である｡

と述べ､ハックスリーの社会進化論を紹介している｡ついでベーコンについて述べ､彼が桃心をも-'

て知識を舶む那1の廻我としており､心には理と榊があることや､荊理を学ぶには､考訂､rI並が必

要であり､考打には拙策と米収があることが言われている｡

叔汝にヨーロッパの学l王tJなどについて招介されているが､今それらを一応自然科学と社会科学に分

ければ､前掛 こは､化学､力学 (水､昔､光､7E顎の語学を含む)､天文学､地学､人草､植物学､

動物学､数学､医学､薬学､段学､生理学､船や概･Bの挽轄法などがあり､後者には､政治学､史学､

理肘学などがあげられている｡

訳執 こは､｢捌 臓 棚乳 ､①｢姶欧亜相之券 (後射 ｣､◎r削 咽 之倍敢祥｣⑬がある｡r国胸 い こ

政接見られる他報は､管見の駆り､r大公報J､r浪煉報J､r時務報人 r員官報J､r新民慈報Jの5で

ある｡

4.r国聞穏Jの歩加者

史料により､まず､国脚 の歩加者鼓を作成する｡⑭

稚中の帥 氏 名 出 身 tfA (又はそれに代る納

王 事 JL 復 相 槌 北洋水師学電捻井

発 起 人 R 飴 佑 薪 江 背才筆笠せ井 (天粗)
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この妾によれば､氏名の判明しているものは8名であるが､この他にも多くの北洋水師草堂や天津

水師学堂の学生や国脚報好雄部の人達がおり､軒訳に従申していたらしい｡

いま名前の判明している省の宮城で多いのは総弁 (正四品)である｡また､地域的分布としては､

噺江､福誰それぞれ3名ずつであり､広繁が l人いたことがわかる｡

なお､鮭復と同郷である桐城派の呉汝絵はのちに､天済韻の序において､慮復の文を絶flしてい

る｡⑬また､個 m]制 の洗剤 ま､当時の読番人倍であった｡

5,r国的報Jの意義

r国問報Jは､戊成変法爽施以前の光捲23年に天津で発行され､招胡末期の中国､特にアヘン戦争

以後､外国の圧迫を受け､その領土を段々と皿分され､危概に落ち込んで行った中段を亡国から救う

啓11R的な役割を果した｡

すなわち､厳復適は､中国の歴史の内榊を明らかにし､その中で､上下の情を血ずることと各人が

主体的 ･合理的に問題を解決することを説いた｡

それが､｢芸中国之阻力与推心力｣､｢'&温上潮興女学董叩｣､｢3保国会｣､｢殺上丘帝甘｣､｢釜中国

分党｣､｢論中国教化之退｣などに見えている｡

また､1.1に国内の問題を解決するためには､外国に日を向け､交わる必要のあることを説き､これ

を中外の故を適すという言草で表わし､進化謡など西学を提唱し､議院の設立､立題君主制などを唱

えた｡それらが､｢西学遜門径功用説｣､｢天曲違｣､隅 言｣､r巾庇交狙讃｣などに見られる｡

しかし､屠仁守は､｢附 8Jを批判した｡⑰また rBl胴 Jは､戊成政変により､李盛仰の指図で､

tl南逝監寮御史徐月収の劾秦によって､1898年12月 (光捲24年日月)好flJ後 1年余りで停刊に追い込

まれた｡
⑳

しかし､r国朗報Jや戚役の考え方は､討詞同､空曹遜､拶容､排万博､魯迅､胡適､李大朝､陵

独秀に影響を与えた｡

おわりに

今まで､r国閑雅｣について考案して来たカ1.叔後にそれらをまとめて広く｡

まず､r簡閲旬Jは､1897年 (光柑23年)イギリスのタイムスに似せ､上下のIl-)'と巾外の国交を武
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ずるために､天恥 こ創刊された｡

その拙府と枚能については､｢回u]報収牽提｣によって知られる｡それによれば､ます､日朝の

r国BJl報)と旬報の r国ml楓 があり､上韻､ロイター喝､本館主iAqの葺説､天経本新BtIなどが取

り入れられていた｡また､斬淵､雑誌の価格や郵送料､瑳丑などが知られる｡

r回ml報Jの内容としては､日本に r国昭gJがないので､r国ul博Jの論説をまとめたr国RJl湖東

串.Iによって検討した｡まず､国内問題として､r姶中国之阻カ年k心力｣､｢論iR上耕弼女学生｣､

｢王i保国会｣を考案し､各々が主体的に中国を良くしていかなければならないと侶えていることが明

らかになった｡

国際関係では､｢西草月門径功用説｣を取り上げ､ハックスlJ-やベーコン､欧米の自然科学､tt

会科学について触れた｡最後に訳恥こついても言放してた｡また､正接見られる関係朝は5である｡

r国朗報Jの参加者は､天雄を中心とする草堂の捨井､学生などが主であり､出身地としては､漸江､

楯漣にかた上りが見られた｡

r国ua制 の澄我としては､国内の上下の揃を遜L:､内外の国交を戚じて､各人が主体的 ･合理的

に中国を亡びから救い､立窯君主制を行うことが咽かれ､当時の中尾人に大きな啓碇的な役割を梁し

たと憩われる｡

節^項 榔南都文相

はじめに

変法過勤における学生の脚 Jo一例として､本小論では､実学的な湖南球史蛇を取り上げる｡①

ます､湖南誹吏蛇の投正の意図､役舶 所､年代を明らかにし､ついで､湖絹諏吏蛇の機能､参加

者を考恭し､最後に湖南謙更地の宕喪を明らかにして行きたい｡

1､排吏銘の封投

父啓忍は､r戊成政変妃Jの ｢旨湖南応井之ZP｣の中で､民智をLIい1すものとしての時務草屋､紳

智を伸ばすものとしての商学金､官智を伸ばすものとしての3吏蛇について述べているが､時林学

星②繭学会③についてはすでに述べたので､ここでは､認吏蛇の創設についての安啓適の考えを見て

行くこととする｡すなわち､前掲屯には､

押掛 まもとより当に准むべきの急である｡しかし､将来一切の印を弁理するには､官を合いて

は他に旅する所はないのである｡

すなわち今El､民骨を捌き､紳智を閑こうと欲し､手を官力に仮りても､ほとんどわからな

い｡だから官軒を開くことがまた万gTの起点となるのであり､官が丑しければ､官に民を変する

ことを盟むことが出さないし､官が愚かであるならば官に印を治めることを望むことはできない

のだ･--｡
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彼 (管)の胸中には､いまだかって､地球の形はなく､欧州列国の国名もなく､学覚､工芸､

両政が何のqTかも知らず､嬢滋､兼兵が何の散をあすかも知らない｡国賓も又この考えを収すこ

とがなく､大史も又､この課を郡-としfLい･--｡

だから､辞吏堂を速やかに立てなければfLらない｡◎

と述べられており､民哲を開く､紳智を開くといっても､ます､官智を関か11ければILらないと考

え､この官智を開くために殊更宝が必要だというのである｡

また､故逝去は､｢耕繭等兵司功会等謙吏世評文｣の中で耕繭謀吏雌の必要性を次a)ように述べて

いる｡すなわち､

さて､殊更虎の創設は､侯柄の各員に､居官の叫理を計束させ､吏治､刑名の講書を研任さ1i･

ようと欲するものである･･-･｡⑤

とあり､湊愉官の研任が考えられていたことがわかる｡

このような忠図のもとに環吏蛇が創設されることになるが､その設定場所は､ ｢耕繭改訂課吏松茸

程｣苅 l集には､

1､府城のr帆 こ､祉物を一つ伯え､名づけて苛吏蛇とする｡⑥

と述べられており､府城の中央に備えられていたことが知られる｡

また股立年代については､r湖南省恵那一屯､湖南近習年大群紀述Jに

陳宝捕､幼惑.3等が架啓雌の祉講に依拠して､1898年12n (光柵24年2月)に湖摘採史収を叩

臥 位立した.⑦

と述べられており､巡血餅宝託､按蒸使讃遵滋等が､文革超の相識に依拠して､1898q2月に設立

されたことが知られる｡同様のことは､林能士民も述べられておられる｡⑧

つぎに､湖所課吏妃の横能について見て行く｡
｣

2､期甫拝受虎の枚能

朝雨3吏雌の横経を明らbJこするために､36灸にわたる rigl南改定詳吏蛇章程｣を模討して行く｡

第2灸から郡4灸までには､謡吏銘の役月が述べられている｡すなわち､

1､位中に蛭周一貝を設け､噂ら評更の一切のgr溝を司さとる｡

1､位冴-nを設け､挨棚 を克てる｡凡そ､文やの記述､銀銭の支発､葛具の管理の各8Ii､

均しく絵詞の弁理に舟す｡野中委Ell名を投け､佐洗､従書を充て､蛤詞の差しつかわす者に舟す.

1､位巾に一･陶冶豊を設ける.品学兼ねて4れ､才技兼より著しい者､2､3人を帝L1して､此

長とし､蛇中に住居し､捨理の考熟む各町を助ける｡⑳

とあり､役Elとしては､捷理､提訴､弼 fl､間拾生蛇足等がEかれていたことが知られる｡

つ首に､蛇中の仕印については､第5灸に

1､Airt)の各課は､分けて､6類とする｡一に日く学校｡(凡そ造士､育才の法は､均 しくこの
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規に射す｡)二にElく段工｡(凡そ､筋肘､訓点､勧工､独英の法は､均しくこの掛 こ帰す｡)

三に日く=樫｡(凡そ､瓜粗を治し､所aLを並じ､城池を蛭める法は､均しくこの掛 こ舟す｡)

四に日く刑名｡(凡そ､紳例を考え､訟獄を蒋くし､gP.犯を処す法は､均しくこの類に将すJ

玉に日く相補｡(凡そ､盗賊､会匹､棚 の一切の頚杓の法は､均しくこの掛 こ鼎す｡)六に日

く交あ く凡そ､通商､遜臥 伝教の一切の法は､均しくこの類に舟す｡)⑳

とあり､第 1に人材を育成する学校､第2に良工兼を盛んにする良工､第3に道路等を治す工程､

第4に司法開床を改肴する州名､苅Sに盗蛇等を補える抑摘､第6に､潮流､慈歴､宗教の保雄にBEI

する交渉の6つの仕砂に分類されていたことが知られる｡

耶6集には図書蛇のことを述べられている｡すなわち､

1､血中に督磁 1ヶ所を放ける｡有する所の課に分けた各類の智にii､盲播､時務､鮎 ､棚 ､

臥 乱 や目がある｡いちいちみな捕え､各員の取閲に供す｡①

とあり各村の古今の懲附 が掛 こ分けられて開先に伏せられていたことがわかる｡

耶7灸には､裸吏蛇で草薮する者のfZ格等について述べられている｡すなわち､

1､凡そ蛇に到る学藻者は､同知､適判､佐拭､雑鞍に絵なく､何明かを習うを願うならば､ 1

頬より､2､3輔を灘ねることができる｡また､そのa!を淵き､提粥の処に行-'て､自分で記

帳する｡⑫

とあり､瓢貸ATの学輿省は､官の上下を問われず､3塀まで学習することを認められた｡

第8灸から茄Ⅰ4灸には､学典省の学習の方法が述べられている｡すなわち､

1､すでに或る籾を占めている場合は､どの本を閲覧したいかを厭い山､校訓を威して懲戒から

受け取り､本人に渡して汎発する｡｣

1､胸先する本については､各人が自分で率を用いて調べてしるし､所見は､骨物の貢の上掛 こ

しるし､旬日､ll.,LJ拾豊の牧掛 こ差し出し､調べが終れば点してHう｡

1､各人は､札把持2相を作る｡蛇中からどんな本を受け取って見たか､或いは､横間があって､

解決のいと口が見つけがたい場合､或いは､教理を明らかにする所がある場合には､行啓で札
E･r3El

記にひさ写す｡札記は､2fru強える｡毎日､陶冶笠の出石のために提出する｡2冊日を掘出し.

1m日は引き放る｡

1､糊治定比良は､各人の札記をEIを遜って､批有る｡専谷がある｡噂ら､その人の問う所で陳

述Lがたいものについて､答える｡適答がある｡その中の超非､'GrJ矢について並逢して石える｡

血苔については､別に人に抄録させ､豊中に貼り出し､将来､耗めて御物とし､再び選訳して

刊布する｡

I､豊中に別に綿問村を1つ設ける｡各人が､習うところの本薬とすでに札記中に批答えたのを

除く外､凡そ､船長が舶示したEi答及び､同僚の札記中の塀苔で､不明の所や､群理を明らか

にしている所があれば､別に豊中のTt開放を耽り､その所見を隣べ､府中に投入し､蛇長のミ!1
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答を持つ｡

1､蛇において学習する省は､何日､午前9時に鰍 こ到り､糾肺を閲覧する｡札妃を受け取るロ

に蛇長に謁見する｡面会して益を討う｡12時で燕をおわる｡

J､各人で閲覧する甘掛 i､自らこれを札軌 こうつす｡舟等して､自ら学習を行うことをゆるし

もし在船中の学習者に瀬いがあれば､その樫を低く｡蛇中には別に有室が1ヶ所あり､本人】

統準を携臥 机について調速することをゆるす｡⑳

と述べられており､餅吏蛇で学習する者は､札妃 (メモ用ノー日 を用意して､荻野の所見を省き

悶治皇妃長の換閲を受け､fl閥があれば､それに甘くなり､矧7a符に入れたりした｡また､問治望J

長は､苔を豊中に触り出し遺択して刊布し､学習者を閲見した｡また､学習者は午前9時から12時3

で廿僧を胸先したこと等がわかる｡

第15灸から罪18灸にかけては､問治望虎長､揺理について述べられている｡すなわち､

1､IH]治豊館長は､布目10時より､学習者各人に接見する｡12時には退柿する｡各人の札記J

長の批苔は､この時に面会の上､渡す｡

1､揺理の到蛇口は､現に日期を定めている｡毎月､2､4､6､8､10､12､14､16､18､21

22､24､26､28､30E)を到柁EIとする｡

1､捨理の到館Elは､10時に到り､12時に舟ることを准す｡この時捜理Ii､蛇長と組んで､各ノ

と壌見する｡

1､捜理の到蛇した時に､各人の札記や館長の牡等を閲覧する｡揺理は､井村､某条を立て随時

触 れ て貰AJこZI関する｡その答を見て､その学薬をはかる｡㊥

と述べられており､聞治望館長､捜理がそれぞれ､学菜者と面接し､掛 こ授理は､学習者にFr馴

てその学業を考悉することが知られる｡

苅19灸から､第24灸にかけては､学非者に対する学習成概の評価顎が記されている｡すなわち､

1､相中の考:別ま､胡分の法を用い､3矧 こ分ける｡lつは､動13%である｡すなわち､到蛇の1

割､開発した斑杏の笹軟､札妃の他 につき､軌燕が恒であり､益を誘うて倦きない者を蚊る

1つは､首問である｡その札記のfT問を計り､その発言が柄溝で､来理の潔い者を取る.,i･

は､並益である｡その人の学ぶ所につき､その志趣の帯発､才故の掬せな者を耽る｡

1､府分の汝は､別にl表を絹す｡

某官､茶人の読んでいるqF名を記入して明らかにし､3概をけ机､て図表を刊入する｡その貞

英､尊問の2兼摂については晦EI､蛇長より､省きこむ｡i蛙益の 1軒については､毎月､比良.

-掛 こ11る蛭理の甘さこみによる｡すなわち､うつし黙して､l分とし､週alに里透して&_1

して瀕う｡

1､船中の部分の法は､90分で合格とする｡侮日の竹善こみの l矧 士､3分を原野とし､多く｢

も6分を壌えない｡(動顎の 1筋の如きは､匂El､掛 こ到る定時があり､錬燕を怠ることがま

12･16-



ければ､1分を記入するのを准す｡児乾した図四が10口を過ぎ､知識を舶べてみて手本と同じ

ような者には､1分を記入するのを准す｡札記に1灸以上､100字以上研き出した省には､l

分を記入するのを准す｡沓問のl郡の如きは､問う所が､深切でなく､榊帯でない者で､WL:入

しないのを除く外は､平常 1分を記入する｡沓なる者は2分記入する｡もっも沓なる者は3分

を記入する｡)毎月合計して崩井する｡(もし､1つの坪が､分に及ばなくても別の柿が溢分す

る者がある｡或いは､今日､分に及ばなくても､明El溢分する者がある｡)90分を構える者は､

溢分とする｡例により､焚勉を得る｡

1､旬月､館の課分数を記帳し､巡礼に豊遺して､表に胸して堂l糾こ按示する｡3ケ月に大考が

1回あり､各人の溢分の多寡を調べ､拾葵の原簿を定める｡

1､毎年大考がLl回あり､大考 1回鰍 こ､焚必1,CKK)両で､各人の幾分の数を統計し分軌 こ伸 し

て鎖数を計井し､各人に分拾する.(もし､各人の盗分の数が溢れて､合計2.000分に至れば､

1分毎に釦5銭を得､文人が溢れて100分に至れば､その人は､50両を得､多寡に論なく､凝

ねこの計井に照tす｡)

1､6ケ月ごとに､再び巡at及び司Rlに珊うて､掛 こ到り､希考を 1回行い､各人の益分の及分

省､不及分者を調べてしるし､等第に分別して櫛序に並らペ6等とする｡-は上の上､二は上

の申､三は上の下､四は中の上､玉は中の中､六は中の下とし､姓名､官唆､等第を蛇内に栃

示する｡また､全省の皿府州県の各役所に通知する｡⑬

とあり､学習者の学熟 こついては､まず､適宜､栓理が調べるが､制皮としては､研分の法が用い

られたことが知られる｡すなわちそれは､3類に分けられて､第1は-m であり､故習とメモの瓜が

はかられた｡諦2は寄掛であり､発問の良さがはかられた｡第3は遜益であり､学問上の努力がはか

られ､いずれも分数で示され､恥分で合格とされ､極月巡礼に成釦が送られた｡また､毎年大洗験が

4回行なわれ､その分数が調べられ､多いものには焚金が送られた｡さらに､学習者は､6ケ月毎に

過払､按寮使等により､成村が6段掛 こ分けられ､姓名､官噴､成掛が蛇rrlJに掲示されたことが知ら

れる｡

邦25灸､26灸については､米比できないが学習を願っている者についての取り扱いが述べられてい

る｡すなわち､｣
1､凡そ､省の尉 Bで現に巡iBすべき人員があるが､公教のために､束押されてまだ臼を考えて

蛇に到る位のない者で蛇で学習することを願う者には､l､2甥を占めることを許す｡本人は､

甘蒲を取閲し､札妃にうつして選る｡AJf長より批苔があり､その分数をしろし､今までの牽B!,

に照して､一糾こ処理する｡別に捲理より分別して､伝見する｡分数が溢していても､契軌 よ

拾しない｡なお､分に凧してしるす｡総理から､月に接してlmを巡鰍こ呈送する｡或いは派出

を酌め､或いは欠点を調べる｡巡鰍 こより､調速､鞘の決定が総べられる｡

1､すべての各府州県の現在の官で､欠員があり､もし某Eiを占めることを瓜う者があれば､何
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かの廿を閲し､自分で札記にうつし､到Je中の者に寄せる｡出展はまた一恥 こ牡等する｡⑩

とあり､在省の候補官で､蛇に到る坤のでさない-%にも､外肘州瓜の現任官でも､学習を戯い出る

者があれば､到他者とはば､同様な取り扱いを受けることが知られる｡

苅27灸､28条には､学習者ですぐれた案を虹出した省に対する取り扱いが述べられている｡

すなわち､

1､あらゆる現任苛が欠月している各肘州掛 こおいて､当謀の地方で､改むべき督院､♯むべき

水利と酬良､勧工､捕盗､抑陸､刑名の矧ulの策､交渉の方法にまで及んで､捜理に指示する

ことを研う省があれは､また､分別して批苓る｡或いは､当該の地方で何項かのgQすべき利､

何項かの滞すべき界､その地方の民冊習俗の如何､官役の樹幹a)如何について､凍原より切文

に昧べることを研う者があれは､同様に捻控を適して､逓kの粥並､弁理を別に訪うべきであ

る｡

1､何項の人月かを生じ11いで､もし､よく時顎を訴求し､判界を榊 し､蛭眺放血し､碓かに

切実に有用に係る者があれば､杜軌 i､別に蓮見を行い､別に軸 の瀬 と処理を研う｡①

とあり､各肘州県の改むべき魯錠､住むべき水利､訓点､勅工､捕滋､初産､刑名､交渉等につい

て指示したい省や利を興すこと､幹を改めること､民柵習俗の内等､官役の嶺#について述べたい省､

時務を訴求し､利非を述べ､蜂放諦雌するのに有純な者があれば､巡aLの調表と処理にゆだねること

が知られる｡

苅29灸には､竿脱のことが述べられている｡すなわち､

1､Je中に別に蛇奴がある｡凡そ､到蛇学習する省は､均しく頚ペからく遵凧すべきである｡規

を犯す省があれば､名を記すごとに､一回について分散を二分城ずる｡⑳

とあり､地内には学規があり､それを犯す省は､1回に2分強点されることが知られる｡

耶30条から苅35集までは､課吏蛇の関係灯用のことが述べられている｡

1､枚中の広さに用うべき樹 は､暫くは､旧来の3吏瓜の支出すべき金銭を分別して取り出し､

ひとまとめにして担詞より受書す｡

1､弥 こ相談して､棺長3人を帝耕し､名人に故♯虫800両を送っている｡一切の人夫､鋼､放

血の兜用は､蛇皮が自ら■えている｡この項の支出軌 土､2,･100両である｡もし京胡官や他省

の挿管に係るJA合は､相談して､別に旅費を見計らって送る｡

1､虻中の-5!･軌 ま､大考 1回旬に､軌 ,OW両を支出し､合わせて科 こ4.000両を支出する｡

l､捉詞には､月に拾料40両支出し､脚 委月には､月に給料を10両支出し､この2つの金旬を

合わせて銀6∝僻 を支出する｡

1､妃中の一切のS2用は､提詞の見計らいにより､捻理に塁して3335して定める｡月に分けて支

拾する｡
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1､LM弁の始めは､まず､各部の欄 ､図表を弼入して増える｡相鼓して銀l.00)両を支出する｡⑩

とあり､叔初課吏館の児用の支出は､旧来の金額を特典していたこと､蛇長に'Ji兜として800両を

支給すること､大きな統Iiのための奨金の予訓 ま､年間4.00両であることや捉調､理研委Llの給料

が知られる｡また､蛇tPの矧71は､綻調が捨理と相抜して決めていたこと､閑JC当初は､沓椿などの

ために川 順 が支出されていたことが知られるり

慮後の第36集には､班用のiEl加の方法､牽樫の改正のことが述べられている｡すなわち､

1､現Ja､地中では､元来の経兜を分別して支用しているが､もし足りなくなれは､鞘び巡加に

支出を榊う｡地中で兼だ桝宜を尽せない所は､すべて､将来､輩控を改正することもある｡再

び､時に払い､gTlこ掛 ､進也の3g番をお掛 ､する｡⑳

とあり､現在の課吏JBの坪FTJで足りない所は､巡壬かこ支出を訪うとか､将来､章俊を改定すること

が知られる｡

以上､湖南課吏妃の横掛 こついて見たが､つぎに､参加者について考察して行く｡

3､湘南Il吏虎の参加者

湖南預貸蛇の参加者を棚 するに当り､まず､参加庸薮を作成しておく｡⑳

相中の脚 J 氏 名 出身地 官裁 くそれにftもth書)

山 喝 者 繋 借 用 広 gL * ^

牧 立 合 舵 逝 去 広 史 嬢 察 使

関係史科からは､3名の氏名しか判断できない｡それによれば､提唱者は､粟啓超であり､役立考

は､胡頚意､陳皇位である｡すなわち､変法中間派の捉咽により､変法派の湖南省首脳部が設立した

のであり､派別から云えは､l利iu派から右になるであろう｡その出身地域は､広瀬2名､江西 Ⅰ名で

あり､その他の草堂､稚拙､学会とも相的関係が見られる｡

皆牧について見れば､巡撫 (従2品)L名､接媒使 (正3品)l名､革人1名であり､氏名の判名

している省だけから云えば､地方の上層官蚊に憤りが見られる｡

この外にも､食掛 こよれは､捉調として､候715知肘 (正4品)】名､BJ!ZP軍Elとして佐紙虻峨 )名､

捻理 l名､問治塁比良3名､それに侯揃官である珠更地の多くの学習者がいたことがわかる｡しかし､

今の段階では､その参加者一人一人の氏名は､判明していない｡
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4､湖南打吏虎の舌鼓

湖南課吏戊の恵麓は､算法思想の普及を背費とした実学の研任による官吏の再教育にあったと恩t

れる｡

まず､変法恩惣のせ政との関係で考えるfLらば､当時､どの省でも変法.W との関係では､官吏a

再教育引ま行なわれなかったと思うが,変法思想が只一つ収づいた朝雨省においてのみ､この実施がI;

じめて可経であり､大き11意我を持ったと考えられる｡

また､究革紐は､誹更地の理想を次のように述べている｡すなわち､

･･････将来､雨部拓省が分割されても南支那が忘れないためにこの会を繭学会と名づけた｡肖

学会は､巽に衆議院の規模を隠かに耳し､謀吏堂は､実に暖かに丑族院の規煩を対し､新政長

は実に位かに中央政府の塊損を耳した･･････｡㊨

とあり､細雨が分割された時､両学会を乗法掛 こ､課吏蛇をft去院になぞらえていること等が知(

れるのである｡

ついで､実学の研姓による官吏の再教育ということに関しては､当時の析朝がたかれていた状況弓

考える時､中国が早く西欧且の実学､すなわち､学校､点薬､エ燕､土木工薬､司法､事案､外交3:

渉等の実際の学を金柑して､独立富強の国にしたいという発啓溜連の変社中愉派の考え方が切実にLi

映されていると考えられる｡そして､このことは､当時の油軌にとって必節のことであったばかりて

はなく､現在の中国の4つの現代化の関越とも杏接に朗迎している｡

湖南深更I削i､湖南省における反変法派の台頚､戊戊政変によって､ 1年にならないうちに閉鎖a

巳むなさに至,たれ ⑳その意兼は､現代においても見直されて然るべきであろう｡

おわリに

以上､湖南殊更蛇について考案して来たが､以下のまとめと問過の提起が可能であると思われる.,

まず､湖南3吏蛇は､官吏の実学的な噂P朋 をたかめ､ひいては､押智や民智をたかめるために

t898年 (光紡24年)2月､柳繭省の肘城の中央に独立されたものであった｡ その棲能については

36灸よりなる薄樫により､知ることができる｡すなわち､役月としてIi､捨理､授粥､理研委員､F弓

拾生地長等が置かれた｡また､船中の仕帝としては､学校､良工､工程､別名､掛捕､交渉の6部PI

が取り上げられていた｡誹更地には､阿甘地が投けちれ､官Qの上下をF.'17わす､平執 こ風見に供きT

ていた｡学習者は､メモ用ノートを用意し､洗骨の所見を甘さ､問治盈蛇長の検閲を受けた｡学習8三

関は､午前9時から12時までであ.'た｡聞拾星舷長や捨理は､学習者と面放し､成長は､学習者のr

問に答え､それを運んで刊行し､経掛 i､学習者に適宜究関与した｡

学習者の成軌 ま､動薬､巷間､狙益の三方面からはかられ､恥分を合格とするいわゆる積分の法力

用いられた｡大訊掛ま､6ケ月毎に行われ､その成掛が6段階ら分けられ､虎内に掲示された｡来tj

できないが､学習したい者にも便宜がはかられた｡また､各肘州県のn体的な問題について述べた'.
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者にも政文が与えられた｡蛇には､守るべき虎Blがあった｡

辞吏稔の抜放は､Jt切､旧東の耳更地の控Jtが当てられた｡比丘､捉37､理可委月琴にも給料が支

払われた｡学習者には､成力に拓t=て､集金が支治された｡虎中の史用は､捉兄が栓理Z:相まして他

用した｡llお､舶井に当っては､書落等のために瓜1.000再が用丑されfq

さ血石として氏名が判明している者は､安さ8､似 ､飯豊征の3名であり､変法務の派別から

いえは､安江中間最から右ということになるだろう｡出身地軌i､am ､江酉であり､その他の学宝､

斗也､学会とも糊m 焦が見られる｡官tは､地方の上廿官atに併りが見られる｡その他､侯補官の

投月や学習者漣がいた.事加古については､珪された粗顎として､今'dt柑しく汝討して行きたい｡

耕雨脚 のJt丑は､ま紘盟丑の七夜を奇Ztとした､爽学の研任に上る官吏の丙私有にあり､変改

思想が8づいた耕鮪省牡白の鮒 であった｡史紺 は､これを鵬 になぞらえている｡

耕雨脚 は､戊脚 に上り､1年になら1してPunの巳むfLさに至ったが､顎在､中国で言わ

れている4つの現代化の起点ともなるものでも.>たと云ってもja雷ではないであろう｡

脚 外国位噂に反対する政治私儀

Tへン脚 の敗北の結果､中国は､外国の半紙民地となっていった｡

もっとも､丁へン搬竹の時も三元里の良民の平英田の宿軌 まあ.?たが､治例政府によって､押さえ

られる括j張とfLった｡

糊 N)には､中国の北洋陸相 rW 創設されたが､Elnt戦守りこ敗北し､北洋陛海野は､磯城的llfr撃
を受けた｡

日柄牡争の結果､日本への台術割3､並黛単品の肘 が決まりか )たので､西欧列強は､三宙干渉

に上り､日書のA架半瓜占領をあきらめさせ､それぞれの国の分力棚 を書伴して行った｡

その中でドイツは､JF州絹を占領したので､正改まの人達もこれに反対して､政治凪韓として､保

国会を役立した｡

この正軌 土､拡大して､保iL全､保瀦会､保川会TLどをZu させたが､その中です冊 兜として保

国会をJRり上げて行く●
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